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相
馬
市 

松
川
浦

　

福
島
県
の
太
平
洋
岸
の

北
の
端
に
相
馬
市
が
あ
る
。

そ
こ
に
「
松
川
浦
」
と
い

う
内
湾
が
あ
る
。
太
平
洋

と
の
間
に
は
標
高
四
～
八

メ
ー
ト
ル
、
幅
百
メ
ー
ト

ル
位
の
狭
い
半
島
が
あ
る
。

松
林
が
あ
り
、
内
湾
は
海

苔
の
養
殖
場
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
３
・
11
大
津

波
は
こ
の
半
島
を
乗
り
越

え
、
一
部
を
押
し
流
し
た
。

　

絵
の
橋
は
太
平
洋
に
通

ず
る
水
路
に
か
か
る
橋
。

そ
の
そ
ば
に
あ
っ
た
海
道

水
産
の
建
物
も
津
波
に
襲

わ
れ
た
。
一
階
の
壁
は
打

ち
破
ら
れ
、
壁
を
支
え
る

軽
量
鉄
骨
は
押
し
曲
げ
ら

れ
て
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
一
年
半
、
地

割
れ
し
た
海
岸
沿
い
の
道

路
の
復
旧
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
地

盤
沈
下
し
た
漁
港
の
施
設

は
、
瓦
礫
が
撤
去
さ
れ
た

だ
け
。
も
っ
と
、
復
興
予

算
を
こ
ち
ら
に
振
り
向
け

れ
ば
・
・
・
と
思
う
。

飯舘村を通った

原
発
放
射
能
被
害
地
域

　

日
本
美
術
会
の
写
生
会

で
福
島
県
の
飯
舘
村
や
南

相
馬
市
小
高
区
を
訪
れ

た
。
３
・
11
の
原
発
事
故

の
時
、
南
南
東
の
風
で
流

さ
れ
た
放
射
能
に
襲
わ
れ

た
被
害
地
域
だ
。
そ
こ
は

居
住
制
限
区
域
だ
が
、
昼

間
通
過
す
る
こ
と
は
出
来

る
。

居
住
制
限
区
域
で
は

　

人
が
住
め
な
い
の
で
、

ガ
ラ
ス
戸
を
し
っ
か
り
閉

め
カ
ー
テ
ン
を
引
い
て
い

る
。
人
も
犬
猫
の
気
配
も

無
い
街
。
田
畑
は
雑
草
が

生
い
茂
る
。
一
部
の
畑
は

雑
草
の
切
り
株
だ
け
、
何

も
無
く
土
の
所
も
あ
る
。

除
染
作
業
の
結
果
だ
ろ
う

か
。
三
連
休
の
為
、
除
染

作
業
は
見
ら
れ
な
い
。

原
発
ゼ
ロ
見
送
り
？

　

先
週
、
政
府
は
二
〇
三

〇
年
に
原
発
ゼ
ロ
を
目
指

す
戦
略
を
決
め
た
。
経
団

連
の
米
倉
弘
昌
会
長
は
こ

れ
に
猛
反
対
。
こ
の
財
界

や
米
国
の
圧
力
を
受
け
て

十
九
日
の
閣
議
で
原
発
ゼ

ロ
は
消
え
た
。

原
発
を
稼
働
と
云
う
な
ら

　

原
発
を
稼
働
せ
よ
と
云

う
な
ら
、
米
倉
会
長
は
こ

の
飯
舘
村
や
、
原
発
周
辺

の
放
射
能
汚
染
地
域
の
町

村
で
説
明
す
べ
き
だ
。
住

民
を
説
得
で
き
な
い
方
針

な
ど
政
策
と
し
て
論
ず
る

べ
き
で
は
無
い
。
３
・
11

か
ら
一
年
半
、
未
だ
に
住

民
は
帰
還
も
生
活
の
目
処

も
立
て
ら
れ
な
い
・
・
・

セ
シ
ウ
ム
137
の
半
減
期
は

30
年
。
十
分
の
一
に
な
る

の
に
百
年
、
百
分
の
一
に

は
二
百
年
。
本
当
に
安
心

で
き
る
千
分
の
一
に
な
る

に
は
三
百
年
も
か
か
る
の

だ
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


